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近
づ
く
秋
の
気
配
　
例
年
に
比
べ
雨
の
多
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
、
一
歩
ず

つ
秋
の
気
配
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
暑
い
日
が
続
く
も
の
の
、
蔵
之
元
集
落
の
田
ん
ぼ
で

は
、
膨
ら
み
始
め
た
稲
穂
を
風
が
揺
ら
し
、
秋
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。



砂
に
ま
み
れ
て
熱
戦
を
展
開

あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
４

　

長
島
の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、「
あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ

２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
、
選
手
ら
が
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

↑決勝戦。１点をもぎ取ろうとネット際で競り合いを見せる



　

８
月
３
日
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で

あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
４
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
80
チ
ー

ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
76
チ
ー
ム

３
０
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー

ム
は
４
人
の
内
２
人
以
上
は
女
性
が

参
加
す
る
こ
と
を
条
件
に
編
成
さ

れ
、
砂
に
ま
み
れ
な
が
ら
熱
戦
を
展

開
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
台
風
12
号
が
本
町
に

接
近
し
て
い
た
影
響
で
、
強
風
が
砂

を
巻
き
上
げ
ま
し
た
。
目
も
開
け
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
砂
嵐
や
突
然
襲
う
大

粒
の
雨
と
、
時
折
夏
の
日
差
し
が
照

り
つ
け
る
中
、
選
手
ら
は
風
雨
に
も

夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
、
終
始
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
長
島
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
（
浜
健
男
会
長
）
の
協
力
で
円

滑
に
行
わ
れ
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
予
選
リ
ー

グ
を
終
え
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
な

る
と
、
強
豪
チ
ー
ム
に
よ
る
レ
ベ
ル

の
高
い
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
得

点
が
決
ま
る
た
び
歓
声
と
拍
手
が
湧

き
上
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
優
勝
し
た
『
ヘ
ル
シ

ア
』チ
ー
ム
の
木
下
真
奈
美
さ
ん（
鹿

児
島
市
）
は
「
風
を
味
方
に
ポ
イ
ン

ト
を
重
ね
た
。
賞
品
の
ブ
リ
が
嬉
し

い
。
来
年
も
優
勝
目
指
し
て
参
加
し

た
い
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

○大会成績○
　優勝　　ヘルシア（鹿児島市）
　準優勝　ブラックサンダー（指宿市）
　３位　　シュークリーム（鹿児島市）
　３位　　Yu-hei 会☆（鹿児島市）

↑熱戦を繰り広げた会場内。それぞれのコートで歓喜と笑い声が響く

↑昨年に続き優勝したヘルシアチームのメンバー

白熱した試合を見せた選手らのプレー



　

８
月
８
日
、
長
島
町
に
伝
わ
る
御

八
日
踊
り
が
町
内
の
各
集
落
で
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
踊
り
手
た
ち
は
、
甲か

ん

高
い
鉦か

ね

の
音
や
力
強
い
太
鼓
の
音
に

あ
わ
せ
て
歌
や
お
は
や
し
を
響
か

せ
、
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
各
神
社
で
神
事
が
執

り
行
わ
れ
た
後
、鉦
踊
り
や
棒
踊
り
、

手
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
舞
が
披
露
さ
れ
る

と
、
観
覧
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
舞
い
終
え
た

踊
り
手
た
ち
は
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
ま

し
た
。

　

継
承
者
が
不
足
す
る
中
で
各
地
区

の
青
年
団
や
保
存
会
メ
ン
バ
ー
の
ほ

か
、
子
ど
も
た
ち
が
継
承
し
、
連
日

稽
古
を
重
ね
体
に
染
み
わ
た
っ
た
伝

統
の
舞
と
歌
が
、
遅
く
ま
で
町
内
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

祈りを捧げ舞を披露
↑浦底鉦踊り保存会による鉦踊り（鷹巣八幡神社）

絶やさぬ伝統の灯

↑城川内集落に伝わる鉦踊り（同集落堂崎城跡）
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潟
集
落
の
若
宮
神
社
で
は
、
御
八

日
踊
り
前
日
の
７
日
、
御
八
日
奉
納

踊
り
前
夜
祭
納
涼
大
会
が
行
わ
れ
、

多
く
の
集
落
民
が
集
い
、
祭
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

手
づ
く
り
屋
台
が
軒
を
連
ね
た
境

内
に
は
、
手
製
の
提
灯
が
張
り
巡
ら

さ
れ
、
優
し
い
ろ
う
そ
く
の
灯
り
が

夏
の
夜
を
幻
想
的
に
演
出
し
ま
し

た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム
に
よ
る

演
奏
な
ど
が
あ
り
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
踊
り
だ
す
人
た
ち
も
い
て
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
、
歓
声
と
と
も
に

海
面
か
ら
大
き
な
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
住
民
ら
が
深
夜
ま
で
笑
い
声

を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

↑汐見小学校児童による伝統の樽太鼓

若
宮
神
社
（
潟
）
で
前
夜
祭

↑ろうそくの灯が優しく灯る提灯と祭りを楽しむ来場者

絶やさぬ伝統の灯

↑鉦を手に勇ましい踊りを披露する踊り手たち
　（鷹巣種子島踊り保存会）

町内一円で御八日踊り
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i n f o r m a t i o n

　
　
　
補
助
金
交
付
の
流
れ

　

①
町
に
申
請
後
、
町
に
よ
る
審
査

　

②
補
助
金
の
交
付
決
定

　

③
工
事
に
着
手

　　

⑤
検
査
後
、
補
助
金
の
交
付

　
　
　
手
続
き
方
法

　

①
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
申
請

　

②
空
き
家
の
情
報
を
登
録

パーキングパーミット制度には有効期限があります

空
き
家
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う

　
「
定
住
促
進
空
き
家
活
用
事
業
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

町
に
は
、
住
む
人
の
い
な
い
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
定
住
促
進
や

地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
空
き
家
を
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
町
内
に
あ
る
空
き
家
を

活
用
す
る
こ
と
で
定
住
促
進
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
と
「
定
住

促
進
空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
交
付

制
度
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
内
に
空
き
家
を
所
有

す
る
人
が
、
そ
の
空
き
家
を
賃
貸
す

る
こ
と
を
前
提
に
、住
宅
を
改
修（
リ

フ
ォ
ー
ム
）
す
る
た
め
の
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
に
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
町

に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

古
い
台
所
や
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の

水
回
り
の
ほ
か
、
内
装
や
外
壁
の
改

修
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
が
、
空

き
家
の
活
用
に
困
っ
て
い
る
と
い
う

人
は
、ぜ
ひ
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

改修で生まれ変わった空き家の外壁や内装

　鹿児島県身障者用駐車場利用証制度（パーキングパーミット制度）には有効期限があります。この利用証を

お持ちの人は有効期限を確認のうえ、更新申請をしてください。

○更新受付　有効期限の２カ月前から

○受付窓口　現在持っている利用証を交付された窓口

○受付時間　平日午後１時～４時（祝祭日は除く）

○申請方法　郵送もしくは窓口で申請

○必要書類　

［窓口申請］　利用証、申請書、手帳など、印鑑

［郵送申請］　申請書、手帳などの写し、返信用切手（82円分）

　　　　　　（紛失・汚損などにより利用証の再交付を希望する

　　　　　　　場合は 140 円分）

◎問い合わせ先　県庁障害福祉課地域生活支援係
　　　　　　　　☎ 099（286）2746

↑身障者用駐車場を利用できる利用証。
ともに有効期間は５年間で、このほか期間が
１年未満の人用（オレンジ色）があります

　
　
　
補
助
額

　

総
事
業
費
の
半
額
補
助

　
　
（
上
限
１
５
０
万
円
）

　

④
工
事
完
了
後
、
町
に
よ
る
完
成

　
　

検
査
の
実
施

　

③
登
録
物
件
の
希
望
者
が
見
つ
か

　

る
と
補
助
金
活
用
事
業
の
申
請
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煙体験ハウスを配備

営◇
◆

◇
◆

業
延
長
が
決
定

　

癒
し
の
宿
「
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
」

ホ
テ
ル
本
館
、
自
然
休
養
村
お
よ
び

温
泉
セ
ン
タ
ー
「
椿
の
湯
」
の
建
て

替
え
に
伴
い
、広
報
長
島
１
月
号（
№

94
）
で
、
営
業
期
間
を
９
月
末
日
ま

で
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る

「
第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
」
で
の
集
客
な
ど
を
踏
ま

え
、
同
館
の
営
業
期
間
を
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

↑営業期間の延長が決まったサンセット長島

宝くじ助成金を活用

　阿久根地区消防組合では、平成26年度コミュニティ
助成事業（地域防災組織育成事業）により、煙体験ハ
ウスを配備しました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報と、コミュニティ
の健全な発展を図ることを目的としています。宝くじ
の受託事業収入を財源とし、コミュニティ組織が行う
活動に必要な施設や設備に対して助成します。
　火災による死亡者の原因のほとんどが、火災で発生
した煙を吸い込むなどの煙に関連するものです。この
体験ハウスは、多くの人に煙の恐ろしさを体験しても
らうとともに、火災予防の広報活動に利用します。
　　　　　　　　　　
　　　　◎問い合わせ先　阿久根地区消防組合警防係
　　　　　　　　　　　　☎（72）0119

↑配備された煙体験ハウス一式

↑煙の恐ろしさを体験した薄井婦人防
　火クラブ隊員（８月 12 日＝薄井港）

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島

　選挙は、民主主義の基礎となるものであり、もっと
も基本的な原則が日本国憲法に明記されています。選
挙に関する規定を定めた公職選挙法は、憲法の精神に
のっとっています。

①普通選挙…選挙権は、20 歳に達したすべての国民
　　　　　　に与えられる。
②平等選挙…誰が誰に投票したかが、わからないよう
　　　　　　な方法で選挙が行われる。
③自由選挙…選挙人の自由な意思によって行われる。
④直接選挙…選挙人が直接代表者を選ぶ。

　リンカーン元アメリカ大統領がゲティスバーグ演説
で述べた「government of the people, by the people, 
for the people」（人民の、人民による、人民のための
政治）という名言は、国民が正当に「選挙」を通して
代表者を選び、その代表者によって政治が行われると
いうことを象徴する言葉です。
　私たちの代表を選び、私たちの意見を政治に反映さ
せるための重要かつ必要な機会が「選挙」ということ
になります。

選挙の大切さを学ぶ

◎問い合わせ先　
　選挙管理委員会（役場総務課内）
　☎（86）1111［代表］

選 挙 の 基 本 原 則
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８
月

１
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

12
日

18
日

21
日

22
日

23
日

26
日

27
～
29
日

29
日

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

100
歳
お
祝
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
）

長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
入
賞
報
告（
指
江
庁
舎
）

出
水
支
部
消
防
操
法
大
会　
　
　
（
出
水
市
）

町
老
人
ク
ラ
ブ
単
老
会
長
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会

（
阿
久
根
市
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会  （
薩
摩
川
内
市
）

九
州
公
民
館
連
絡
協
議
会
鹿
児
島
大
会
第
３

回
実
行
委
員
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

御
八
日
踊
り　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
一
円
）

長
島
町
議
会
第
３
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

ケ
イ
ト
ウ
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
激
励（
火
ノ
浦
）

天
草
・
出
水
県
際
交
流
促
進
協
議
会
総
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

九
州
公
民
館
連
絡
協
議
会
鹿
児
島
大
会
第
４

回
実
行
委
員
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

「
水
産
の
日
」
海
難
没
故
者
慰
霊
祭
（
薄
井
）

北
薩
広
域
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

物
産
館
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会　
（
役
場
）

第
14
回
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

（
町
総
合
体
育
館
駐
車
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

阿
久
根
地
区
防
犯
協
会
研
修
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
・
会
長
会
・
理

事
会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会　
（
県
消
防
学
校
）

会
場
中
が
歌
の
輪
で
つ
な
が
る

宝くじ文化公演で
南こうせつさん熱唱

　

８
月
19
日
、町
文
化
ホ
ー
ル
で「
宝

く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
」が
開
催
さ
れ
、

歌
手
の
南
こ
う
せ
つ
さ
ん
が
名
曲
の

数
々
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

全
席
指
定
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
前
売

り
券
が
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
で
、

午
後
６
時
の
開
場
と
と
も
に
ホ
ー
ル

内
は
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
さ
ん
は
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
を
バ
ッ
ク
に
「
妹
」「
神

田
川
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
次
々
と

披
露
。
途
中
来
場
者
全
員
で
コ
ー
ラ

ス
す
る
な
ど
、
会
場
内
が
歌
の
輪
で

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

中
国
出
身
で
琴
の
名
手
ウ
ー
・

フ
ァ
ン
さ
ん
に
よ
る
琴
の
披
露
も
あ

り
、
幻
想
的
な
調
べ
に
観
客
が
聴
き

入
り
ま
し
た
。

　

気
さ
く
で
陽
気
な
南
さ
ん
は
「
初

め
て
長
島
に
来
た
。
黒
之
瀬
戸
大
橋

を
渡
り
海
岸
線
を
走
り
な
が
ら
、
こ

ん
な
田
舎
に
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
の
？

と
思
っ
た
が
立
派
な
ス
テ
ー
ジ
で
驚

い
た
」
と
軽
快
な
ト
ー
ク
で
会
場
内

を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
後
半
に
は
、
地
元
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
「
故
郷
」

な
ど
を
合
唱
し
ま
し
た
。

↑名曲を熱唱する南さん

↑琴の調べを披露するウーさん

↑南さんと合唱するコーラスグループ「コールうずしお」と「Largo ～ラルゴ～」の皆さん
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雲
灼
け
て
野
に
残
さ
れ
し
特
攻
碑
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

夏
座
布
団
万
歳
ポ
ー
ズ
の
嬰や
や

眠
る
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

向ひ
ま
わ
り

日
葵
や
夕
陽
が
匂
ふ
島
暮
し
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

夏
野
原
八
千
余
枚
の
陽
を
た
め
て
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

台
風
圏
海
鮮
カ
レ
ー
煮
込
み
を
り
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

万
緑
や
旅
の
は
じ
め
の
奈
良
郡こ
ほ
り　

　
　
　
　
迫
口
　
君
代

母
の
忌
や
梅
雨
寒
と
言
ふ
日
の
巡
り
　
　
　
大
堂
　
早
苗

が
ら
か
ぶ
を
骨
ご
と
切
っ
て
舟
料
理
　
　
　
大
堂
　
正
弘

山
里
に
河
鹿
の
鳴
け
る
夜
明
か
な
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

庭
木
々
の
剪
定
終
へ
て
明
る
み
ぬ
心
穏お
だ

し
く
盆
を
迎
へ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

夕
暮
の
チ
ャ
イ
ム
の
音
に
海
な
が
め
母
呼
ぶ
我
は
八
十
六

才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

庭
に
立
ち
空
見
上
げ
居
り
陽
が
照
り
つ
つ
ま
た
も
降
る
雨

盆
も
過
ぎ
し
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

雷
雨
去
り
朝
の
雲
間
に
射
す
光
見
上
げ
て
立
て
ば
温ぬ
く

き
風

吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

老
の
夢
に
出
で
く
る
も
の
は
幼
友
覚
め
て
悲
し
く
ま
た
懐

か
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

幼
き
日
台
風
去
り
て
藁
屋
根
に
開
き
た
る
星
空
蚊
帳
よ
り

見
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

か
細
か
る
息
子
も
混
じ
り
場
所
変
へ
つ
鉦か
ね

つ
き
飛
び
跳
ぬ

八
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

わ
が
嫁
の
母
の
新
盆
に
額
づ
き
ぬ
昼
の
墓は
か
し
ょ所
に
灯
る
灯
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

雨
し
げ
く
轟
音
と
ど
ろ
く
雷
鳴
は
屈
む
わ
が
身
を
突
き
上

［
短
歌
］

亡
き
母
の
名
前
の
つ
い
た
風
呂
敷
を
買
物
袋
も
た
ず
に
便

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

勇
ま
し
き
名
の
運
転
手
逝
く
を
知
る
あ
の
頃
の
バ
ス
鼻
が

長
か
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

期
待
な
る
話
し
合
手
の
愛
の
友
長
生
し
て
よ
生
甲
斐
な
る

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

窓
開
く
れ
ば
夏
コ
ホ
ロ
ギ
の
闇
に
鳴
く　
　

宗
方　

清
明

　高校野球の雑誌記者や編集者
が取材で集めた青春ストーリー
です。

溝
口
イ
タ
ル　

え

　黄色い新幹線「ドクターイエ
ロー」。なにをしているの？ど
こに行ったら会えるの？

し
あ
わ
せ
の
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー

岩
崎　

夏
海　

監
修

最
後
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

切
れ
味
の
悪
く
な
り
た
る
刃
先
折
り
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
の

再
生
を
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

耐
え
ら
れ
な
い
軽
さ
の
あ
り
て
国
民
を
守
る
と
云
え
り
総

理
の
言
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

飽
食
を
制
限
さ
る
る
身
と
な
り
て
見
え
て
来
た
り
ぬ
余
剰

の
も
の
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
信

あ
ら
た
め
て
今
日
は
暑
い
と
呟
け
ば
い
つ
も
の
こ
と
と
蝉

は
高
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

車
椅
子
の
脚
と
も
な
り
し
ス
ロ
ー
プ
が
取
り
は
ず
さ
れ
て

役
目
を
終
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

息
か
け
て
息
か
け
磨
く
ガ
ラ
ス
窓
夫
の
年
忌
の
近
ず
き
く

れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

人
生
を
振
り
返
り
み
る
午
前
二
時
こ
の
ま
ま
行
く
し
か
な

い
三
時
四
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

ぐ
る
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

踊
り
場
の
向
ふ
の
木こ
む
ら群

風
に
揺
れ
芝
生
に
映
ゆ
る
児
等
の

白
足
袋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

蝙こ
う
も
り蝠

の
棲
む
洞ほ

ら
あ
な穴

に
蓬

よ
も
ぎ

焚
き
蚊
を
追
ひ
空
襲
に
耐
へ
し
若

き
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子
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町
で
は
、
第
９
回
長
島
町
総
合

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
出
演
お

よ
び
展
示
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
出
品
、
出
演
を
希

望
さ
れ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
展
示
の
部
］

○
日
時

　

11
月
８
日
（
土
）
～
９
日
（
日
）

○
会
場

　

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

※
出
品
物
は
、
11
月
７
日
（
金
）

に
会
場
に
持
参
く
だ
さ
い
。

［
舞
台
芸
能
の
部
］

○
日
時

　

11
月
８
日
（
土
）
前
夜
祭

　

11
月
９
日
（
日
）

○
会
場

　

町
文
化
ホ
ー
ル

○
出
演
申
込
期
限

　

９
月
24
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

法
人
割
税
率
の
改
正

　

税
条
例
改
正
に
よ
り
法
人
町
民

税
法
人
割
の
税
率
が
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
現
行
）
12
・
３
％

（
改
正
）
９
・
７
％

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
10
月
１
日

以
降
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
代
表
］

平
和
を
愛
す
る
自
衛
官
を
募
集

　

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

［
防
衛
大
学
校
（
一
般
）］

○
募
集
人
員

　

・
人
文
社
会
科
学
専
攻
＝
65
人

　

・
理
工
学
専
攻
＝
２
３
５
人

○
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

○
受
付
期
間

　

９
月
５
日
～
30
日

［
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
）］

○
募
集
人
員

　

80
人

○
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

○
受
付
期
間

　

９
月
５
日
～
30
日

［
防
衛
医
科
大
学
校
（
看
護
科
）］

○
募
集
人
員

　

75
人

○
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

○
受
付
期
間

　

９
月
５
日
～
30
日

［
高
等
工
科
学
校
（
推
薦
）］

○
募
集
人
員

　

60
人

○
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

　

未
満
の
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

　

会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
納

　

め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
も
の

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
～
12
月
５
日

［
高
等
工
科
学
校
（
一
般
）］

○
募
集
人
員

　

２
６
０
人

○
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

　

未
満

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
～

　

平
成
27
年
１
月
９
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

税
の
相
談
は
事
前
に
予
約
を

　

税
務
署
で
の
ご
相
談
は
、
事
前

の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
具

体
的
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す

る
必
要
な
ど
、
相
談
内
容
に
よ
り

電
話
な
ど
で
の
回
答
が
困
難
な
場

合
に
は
、
事
前
に
相
談
日
時
な
ど

を
ご
予
約
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

所
轄
の
税
務
署
に
お
い
て
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
税
金
の

納
付
相
談
や
確
定
申
告
時
期
に
お

い
て
申
告
書
作
成
会
場
へ
お
越
し

い
た
だ
く
際
に
は
予
約
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
全
国
の
す
べ
て

の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
で
統
一

し
て
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

10
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

○
開
催
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

○
相
談
内
容

　

登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

　

人
権
、
公
証

○
相
談
員

町
総
合
文
化
祭
参
加
者
募
集

法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設
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同
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書

　

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

　

擁
護
委
員

○
そ
の
他

　

予
約
不
要
、
相
談
料
無
料
、
秘

　

密
厳
守
、
相
談
資
料
が
あ
れ
ば

　

持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

「
法
の
日
」
週
間
を
迎
え
て

　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

「
法
の
日
」
は
国
民
の
皆
さ
ん
に

法
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
「
国
を
あ
げ

て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
、
社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を

高
め
る
た
め
の
日
」
と
し
て
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
県
司
法
書
士
会
な

ど
で
は
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

脇
本
公
民
館
（
阿
久
根
市
）

○
相
談
員

　

司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、

　

税
理
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
５
５

　

風
水
害
や
震
災
、
火
災
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
、
個
人
県
民

税
）
の
減
免
や
納
期
限
の
延
長
な

ど
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る

に
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま

り
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

国
民
文
化
祭
関
連
事
業
を
募

集
中

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県

実
行
委
員
会
で
は
、
国
民
文
化
祭

の
応
援
事
業
と
し
て
広
く
県
内
外

へ
広
報
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
国
民

文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
、
皆
さ
ん
が
主
役
と
な
っ
て
企

画
・
実
施
す
る
文
化
芸
術
活
動
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

［
応
援
事
業
］

○
開
催
期
間

　

平
成
27
年
11
月
15
日
ま
で

○
主
催
者

　

地
方
公
共
団
体
、
学
校
、
企
業
、

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
各
種
団
体
、
個

　

人
な
ど

○
事
業
内
容

　

文
化
事
業
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー

　

ツ
事
業
も
可

［
対
象
と
な
る
文
化
芸
術
活
動
］

○
対
象
事
業

　

平
成
27
年
７
月
18
日
～
11
月
15
日

　

に
県
内
で
実
施
さ
れ
る
も
の

○
応
募
資
格

　

県
内
で
活
動
す
る
文
化
団
体
、

　

グ
ル
ー
プ
な
ど

　

※
中
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
の

　

企
画
・
提
案
も
歓
迎
し
ま
す
。

○
応
募
期
限

　

９
月
30
日
午
後
５
時
必
着

○
事
業
助
成

　

事
業
費
の
う
ち
一
定
額
を
助
成

し
ま
す
（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
ど
ち
ら
の
事
業
も
、
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
国
民
文
化
祭
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
４
７

　

国
土
交
通
省
で
は
、
10
月
１
日

を
「
土
地
の
日
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地

取
引
に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
き
、
契
約
の
日
か
ら
２
週
間
以

内
に
届
出
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
３
８

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

災
害
を
受
け
た
人
に
対
す
る

県
税
の
減
免

　

９
月
１
日
付
け
で
長
島
町
役
場
に

１
人
の
新
規
採
用
が
あ
り
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

役
場
の
新
人
職
員
を
紹
介

　

こ
れ
ま
で
十
数
年
間
、
民
間
企
業
で
建
築
関

係
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら

勉
強
を
し
直
し
、
町
民
の
か
た
が
た
の
た
め
に

努
力
し
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 山

やました

下　幸
ゆきひろ

博（35）
景観推進課

１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地

の
取
引
に
は
事
前
届
出
を

11 広報ながしま



★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

夏休みを利用し交流事業

と南の子どもたちがふれあう北
　８月８日から 11 日、ながしまサマースクールが実
施され、北海道東神楽町の児童らが本町を訪れました。
　訪れたのは、同町の小学校３校に通う５・６年生
27 人。行政としては「花のまち」としてこれまでも
交流のあった同町でしたが、少年交流事業は今回が初
めての実施となりました。
　８日の夕方に本町入りした児童らは、９日の朝カ
ヌーを体験。小浜海水浴場で予定していた地引網は、
都合により中止となったものの、海水浴やスイカ割り
などを楽しみました。９日夕方から 10 日にかけては
同世代の子どもを持つ家庭へそれぞれホームステイ
し、各ステイ先でブリのエサやり体験や、獅子島での
化石見学などして楽しみました。
　参加した児童らは「ぶりが美味しかった」「東神楽
ではできない体験ができた」と満足げに話し、思い出
と笑顔をお土産に北の大地へ帰って行きました。

　国土交通省が定める８月 10 日の「道の日」に
あわせて、８日、長島町建友会（福山義弘会長）
が道路の清掃ボランティアを行いました。
　この日は、町内の建設業者など 33 社 51 人が
参加して、国道や県道に落ちている空き缶やペッ
トボトル、たばこの吸い殻などのごみを拾いまし
た。
　ボランティアに参加した古田陽介さんは「驚く
くらいごみが多い。ポイ捨ては絶対にやめてほし
い」と話しました。

長島中学校吹奏楽部が優良賞

分たちの演奏に大満足自
　８月９日、第 10 回南九州地区吹奏楽コンテス
トが熊本市で開催され、長島中学校（新田薫校長）
の吹奏楽部が優良賞を受賞しました。
　コンテストには、鹿児島、熊本、宮崎、大分、
沖縄各県の代表校が出場。中学校の部では出場し
た 12 校の中でも最少人数となった同部ですが、
前日夜からの移動の疲れも見せず元気よく演奏し
ました。
　荒川綾音部長は「素晴らしいホールで自分たち
の演奏ができた。出場できたのは仲間や家族、地
域のかたがたの支えがあったから」と感謝の気持
ちを述べました。

↑スイカ割り
を楽しむ児童
ら

道の日でボランティア

イ捨ては止めてポ

↑優良賞を受賞した部員と指導に当たる尾ノ口夏美教諭

↑道路脇でごみを拾う参加者

←太陽の里で
はイチイやツ
バキなどの記
念樹を植栽

12Nagashima town Public Relations



夏まつりチビッ子広場

彩な催しで会場沸かせる多
　８月 23 日、町総合体育館駐車場内で、夏まつりチ
ビッ子広場がありました。
　子どもたちに夏祭りを通じて家族や友だちとの触れ
合うことの大切さを学んでもらおうと、長島町商工会

（古田義富会長）が企画し、今回で 14 回目の開催と
なりました。
　焼きそばや綿菓子などのほか、射的や金魚すくいな
どの屋台が軒を連ねた会場内は、1,500 人程の親子連
れでにぎわいました。
　ステージ上では、かき氷の早食いなどが行われ、川
添健町長が飛び入り参加しチビッ子らと競い、来場者
を沸かせました。祭りの最後は豪華賞品が当たるビン
ゴ大会で幕を閉じました。
　大迫直人青年部長は「商工会は町民の皆さんに支え
られている。少しでも恩返しができればと思い開催し
た。来年も楽しみにして」と話しました。

水産の日で供養祭と豊漁祈願

海の安全を永遠に航
　海難事故での犠牲者や魚類を供養する、魚類供
養感謝祭・海難没者慰霊祭が、８月 22 日、薄井
漁港でありました。
　東町漁協（長元信男組合長）の関係者ら約 80
人が出席し、献花や伝供のあと、導師の読経にあ
わせて焼香しました。
　その後、豊漁祈願祭が行われ、魚類放流では関
係者が１匹ずつ稚魚を海へ返しました。
　長元信男組合長は「美しい海を子どもたちへ残
していくことが我々の使命。生き生きとした女性、
活発な若者たちをサポートし、水産業の振興にま
い進したい」とあいさつしました。

ソフトボールで交流

で延期続いた対抗戦雨
　雨で２日遅れの開会となった第９回自治公民館
対抗ソフトボール大会が、８月 20 日から９月１
日ありました。
　Ａ・Ｂ２つのランクに町内の 28 集落 32 チー
ムが参加し、川床コミュニティ運動場と城川内運
動場を会場に熱戦が繰り広げられました。
　大会結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］薄井 A［準優勝］火ノ浦
Ｂランク［優勝］蔵之元 A［準優勝］伊唐

↑かき氷の早食いに参加したチビッ子。冷たいかき氷で痛く
　なった頭を押さえる

↑関係者を前にあいさつする長元組合長

↑白熱した決勝戦の様子

13 広報ながしま



（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

11,095 (     -5)

平成 26年 8月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,361 (    +1)
5,734 (     -6)

  4,471  (   +3)

　

長
島
町
は
「
石
積
み
と
花

の
町
」
を
テ
ー
マ
に
町
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
景
観

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

８
月
、
山
寺
集
落
の
県
道
沿

い
の
法
面
に
３
輪
の
石
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　

町
の
事
業
で
製
作
さ
れ
た
石
の
花
は
、

高
さ
２
・
５
～
４
・
５
㍍
で
、
長
島
で
と
れ

た
平
石
を
使
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
の
製
作
者
は
「
長
島
を
明
る
く
し
、

み
ん
な
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
願
い
を
込
め
て
製
作
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
内
各
地
に
き
れ
い
な
石

の
花
を
咲
か
せ
る
計
画
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
花
が
咲
き
誇
る
「
ぐ
る
っ
と
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　

広
報
「
長
島
」
８
月
号
８
ペ
ー
ジ

の
、
町
水
泳
記
録
会
の
欄
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

６
年
男
子
25
㍍
自
由
形
の
記
録

は
、
大
会
新
記
録
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

↑県道 47 号線沿いに完成した３輪の石の花

石
の
花
が
開
花

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

　

町
の
公
共
工
事
な
ど
の
設
計
業
務
を
請

け
負
う
、
県
内
外
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
68
社
１
７
２
人
に
よ
る
植
栽
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
８
月
21
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

火
ノ
浦
港
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
町
職

員
の
指
示
の
も
と
６
班
に
分
か
れ
て
、
長

島
を
囲
む
県
道
や
国
道
沿
い
に
ケ
イ
ト
ウ

の
苗
約
８
千
本
を
植
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
ク
ワ
を
使
っ
て
土
を
耕

し
た
後
、
堆
肥
を
混
ぜ
、
１
本
ず
つ
等
間

隔
に
植
栽
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
男
性
は
「
長
島
は
本
当
に
花

が
き
れ
い
。
感
心
す
る
。
せ
っ
か
く
長
島

に
来
た
の
で
、
美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ
て

帰
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

↑ボランティアに精を出す参加者ら

平石を利用し、立体的
に表現された石の花→
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▽
広
島
市
で
発
生
し
た
平
成
26
年

８
月
豪
雨
。
多
く
の
犠
牲
者
と
行

方
不
明
者
を
出
し
た
自
然
の
猛
威

と
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
犠
牲
者
の
か
た
が
た
の
ご

冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
▽
全
国
的
に
今
年
の
夏
は
、

雨
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
晴
れ
て

い
た
か
と
思
う
と
急
に
空
は
暗
く

な
り
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
よ
う
な
大
雨
。
吹
き
抜
け
の
リ

ビ
ン
グ
で
は
、
雨
の
音
で
テ
レ
ビ

も
、
妻
が
呼
ぶ
声
も
私
の
耳
に
は

届
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
も
、

雷
の
音
に
驚
い
て
ト
コ
ト
コ
と
走

り
回
る
息
子
の
足
音
は
遠
く
か
ら

も
よ
く
聞
こ
え
、
お
び
え
な
が
ら

走
り
寄
る
姿
を
見
て
楽
し
み
ま
し

た
。
▽
編
集
作
業
も
佳
境
を
迎

え
、
深
夜
時
計
を
見
る
た
び
「
あ

と
１
時
間
」「
あ
と
30
分
だ
け
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
一
句
思
い
浮
か

び
ま
し
た
。「
帰
ろ
う
か
わ
が
家

で
息
子
が
泣
い
て
い
る
」。
出
来

栄
え
に
納
得
で
き
ず
に
い
る
と
、

体
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
も

う
帰
ろ
う
腹
の
虫
が
鳴
い
て
い

る
」。
作
業
を
終
え
、
車
に
飛
び

乗
り
家
路
を
急
い
だ
私
で
し
た
。

（
赤
嵜
慶
和
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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集
ま
れ
！
飲
ん
べ
え

　

焼
酎
好
き
の
、
焼
酎
好
き
に
よ
る
、
焼
酎
好
き
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
、
第
３
回
長
島
焼
酎
祭
り
「
よ
い
ま
い
」
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日
、
場
所

　

10
月
18
日
（
土
）

　

町
文
化
ホ
ー
ル
下
の
特
設
会
場

※
参
加
の
場
合
は
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
（
車
を
運
転
す

る
た
め
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
）
を
忘
れ
ず
に
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　

第
９
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

体
力
に
自
身
の
あ
る
か
た
、
初
心
者
な
ど
、
家
族
で
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
東
シ
ナ
海
を
眺
め
な
が
ら
、

高
低
差
の
激
し
い
長
島
路
を
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
開
催
日
、
集
合
場
所

　

10
月
26
日
（
日
）
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

同
大
会
実
行
委
員
会（
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

長
島
を
駆
け
抜
け
ろ

風になって



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１４10

１０ １１５ ８ ９

１７ １８１２ １３ １５ １６

２４ ２５１９ ２０ ２１ ２２ ２３

２６ ２７

３

１４

６ ７

４9/28

２８ ２９ ３０ ３１

１ ２9/29 9/30
◎特定健診・胃がん検診
（幣串漁村センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

（高齢者コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○植村整形外科 72-1041
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○北園歯科医院 64-2151
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□脇本調剤薬局 75-2215
◇出水総合医療センター67-1611

◎特定健診・胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

（川床コミュニティセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（川床コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○よしだ耳鼻咽喉科医院62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○山田クリニック 72-0420
○宮薗歯科医院 73-3222
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□よつば薬局 79-4331
□長島調剤薬局 64-5555
◇しみずこども医院 68-0633

体育の日

○長島クリニック88-6405
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○北国医院 72-0016
○村岡歯科医院 62-0601
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□上野薬局 72-1016
□しおかぜ薬局 88-6011

◎からだスッキリ教室
◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診・胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○吉井中央病院 62-3111
○林胃腸科外科 73-3639
○徳森歯科医院 67-3608
□マリン薬局 63-6678
□阿久根薬局 72-1017
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○市川医院 63-3151
○おかだクリニック 63-7011
○阿久根眼科 72-0040
○水野歯科医院 82-0064
□第二緑調剤薬局 63-1177
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 10月 13日は体育の日です。
　体育の日は「スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう」ことを趣旨と
しています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


